
      

 

校長 川西 潤 

暑さの厳しい日が多かった夏休みでした。子供たちが元気に登校し、２学期を迎えました。熱中症等

にも気を付けながら教育活動を進めてまいります。私の夏休みの思い出の一つは、パリオリンピックで

の日本人選手の活躍でした。あの東京オリンピックから３年。「より速く、より高く、より強く」を目

指して、参加する国や地域は、207、約１万人の選手が参加したそうです。競技は、体操や柔道、スケー

トボード、今年から始まった「ブレイキン」などたくさんの競技がありました。日本の金メダルは、20

個、銀メダルや銅メダルを入れて 45 個の大活躍でした。うれしい思いも悔しい思いも伝わってくるすば

らしい試合がたくさんあったと思います。その選手の言葉に、「これまで支えていただいた家族や周り

の方々に感謝しています」「力を出し切りました」などが多くあり、心に残りました。中には、若い頃

から努力して、30 歳を超えて初めてオリンピックに出場しメダルを獲得できた選手もいました。また、

苦しかった経験を語る選手から、「けがをして諦めそうになったときを乗り越えて、続けてきて良かっ

たと思います」という言葉を聞き、涙が出そうな気持ちになりました。自分で努力し、家族や周りの方々

に感謝しながら、自分で道を切り開いてきた選手たちを見て、心が震えました。感動しました。自分も

これから頑張ろうと思う力をいただきました。全校の子供たちにも、夏休みの思い出をこれから進む自

分の力に変えて、頑張ってほしいと思います。 

２学期は、たくさんの学習や学校行事を通して、心も体も大きく成長する時期です。始業式には、友

達や仲間を大切にしてほしいという話をしました。友達が集まれば、そこに「友達の輪」ができます。

友達に声を掛けて、時に励まし合い、お互いを思いやり、たたえ合う気持ちを大事にしてほしいと思い

ます。学校生活においても、「友達の輪」が大きく、強くなるように支えていきたいと思います。 

保護者・地域の皆様には、引き続き粟井小学校の教育活動への御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

  

 毎週火曜日に、ボランティアの方々が読み聞かせをしてくださっています。 
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各クラスでテーマを決めて、自分の思いや考えを友達と伝え合いました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 僕が２学期に頑張ることは、国
語です。特に文章問題が得意では
なくて、２学期は１学期よりも文
章問題が得意になれるように、読
書をする回数を増やしたいです。
今読みたいと思っている本は、長
い物語の本です。 

５年 

 私は、読書が大好きです。
だから、２学期も図書室の本
をたくさん読みたいと思いま
す。そして、エイリスへの登
録をどんどんします。 
           ２年 

 僕が、２学期に頑張りたいこと
は２つあります。１つ目は、国語
の漢字です。僕は漢字を書くのが
苦手でテストではあまり良い点数
が取れていないので漢字を頑張り
たいです。２つ目は挨拶をするこ
とです。挨拶をして相手が返して
くれるととてもうれしいです。だ
から、僕も頑張りたいと思います。 

３年 

 私は、2学期に計算カードを頑
張ります。毎日練習して、手を使
わずに、速くできるようになりた
いです。 

１年 
 

 私は算数と国語の学習を頑張り
たいです。算数は苦手なので、マ
イスタで算数をてってい的にがん
ばりたいです。わり算の筆算など
の苦手な部分もできるようになり
たいので、お父さんにアドバイス
された好きなことと合わせて考え
るということを実践したいです。
国語では、本をたくさん読みたい
です。特に小説を読もうと思って
いますが、いろいろなジャンルに
挑戦したいです。 

４年 

 ２学期の目標は３つあり
ます。 
①毎日必ず 70分、家で学
習をする。 

②２学期のテストは 70点
以上を取る。 

③毎日 20分は運動する。 
６年生は小学校生活のま

とめなので、目標を達成し
て、いい２学期にしたいで
す。 

６年 
 

① 借りているものなので、大事に使おう！ 

② 修理の時に借りた予備機は、自分のタブレットが返ってきたらすぐに返そう！ 

③ 授業で使うので、毎日充電して、忘れずに持って来よう！ 

④ 学習に関係のないことには使わない！ 

⑤ 授業で写真を撮る時に、友達が写る時は、 写ってもいいかどうか確認してから撮ろう！ 

⑥ Viscuit や Scratch では、他の人の作品で遊ばない。 

全校でタブレット
利用のきまりを確

認しました。 

 


